
 

 

 

 

 

 

 

 

 

広D－K式視覚障害児用発達診断検査 

９月１３日（水）、中屋先生による「実態把握のため

の検査ツール（広Ｄ－Ｋ式視覚障害児用発達診断検

査）」の研修を行いました。 

広Ｄ－Ｋ式視覚障害児用発達診断検査は、視覚障

害児用の発達検査（発達診断検査）です。０歳２ヶ月

～５歳対象で、３領域（Ⅰ．運動発達 Ⅱ．知的発達 

Ⅲ．社会的発達）全２０９項目からなる検査用紙を用

います。 

「Ⅰ運動発達」として、（１）全身運動、（２）手指運動、

（３）移動、「Ⅱ知的発達」として、（１）表現、（２）理解、

「Ⅲ社会的発達」として、（１）活動、（２）食事、（３）衣服、

（４）衛生、（５）排泄、の各分野を含んでいます。 

 

下記の評価法によって各項目に記入します。 

＋（２点）…完全にできる。 

またはすでにその段階を過ぎている。 

±（１点）…完全にはできないが、ある程度援助すれば

できる。 

－（０点）…極めてへたか、全くできない。 

？    …どう評価して良いか分からない。 

 

検査の実施手順としては、 

①養育者が（もしくは検査者が）検査用紙に記入する 

②記入漏れの確認、評価に疑問があれば質問する 

③分野毎に得点を計算し、「結果の整理」に記入する 

④「発達診断プロフィール」にプロットする 

⑤発達指数換算表にて発達指数を求める。 

 発達指数段階換算表にて段階点を求める。 

⑥各下位検査の一番最後の「＋（２点）」以前にある

「－（０点）」の総数を出す。 

発達安定度評価表から安定度を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修お疲れ様でした。

幼児の発達上の課

題について考える参

考になればと思いま

す。 
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